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飯
石

い

い

し

郡

燒
村
山

た
き
む
ら
や
ま

。
郡
家

ぐ
う
け

の
正
東

ま
ひ
が
し

一
里
な
り
。

穴
厚

あ
な
つ

山
。
郡
家
の
正
南
一
里
な
り
。

笶
村

や
む
ら

山
。
郡
家
の
正
西
一
里
な
り
。

廣
瀬

ひ
ろ
せ

山
。
郡
家
の
正
北
一
里
な
り
。

石
穴

い
わ
な

山
は
、
赤
来
町
の
三
国
山
（
七
九

六
ｍ
）
に
あ
て
ら
れ
て
い
る
。
も
と
は
出
雲
・

石
見
・
備
後

び
ん
ご

三
国
の
境
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、

こ
の
名
が
あ
る
。
赤
名
の
西
の
赤
名
山
と
の

説
も
あ
る
。
出

雲
側
か
ら
は
な

か
な
か
見
え
な

い
。

幡
咋

は
た
く
い

山
は
、

赤
来
町
小
田

と
広
島
県
の

県
境
に
あ
る
、

幡
咋
峠

は
た
く
い
だ
わ

北
方

の
山
（
九
〇

四
ｍ
）
と
さ
れ

て
い
る
。

幡咋山か（赤来町野萱より撮影）

石
穴

い
わ
な

山
。
郡
家
の
正
南
五
十
八
里
な
り
。

高
さ
五
十
丈
あ
り
。

幡
咋

は
た
く
ひ

山
。
郡
家
の
正
南
五
十
二
里
な
り
。

紫
草

む
ら
さ
き

あ
り
。

野
見
野

の

み

ぬ

は
、
赤
来
町
赤
名
呑
谷

の
ん
だ
に

の
山
と

言
わ
れ
て
い
る
。

木
見
野

き

み

ぬ

は
赤
来
町
来
島
川
尻
、
特
定
が

難
し
い
が
来
島
ダ
ム
湖
畔
の
木
見
山
（
四

四
三
ｍ
）
に
あ
て
ら
れ
て
い
る
。
来
島
ダ
ム

は
水
力
発
電
の
た
め
に
一
九
五
六
年
に
完

成
し
た
ダ
ム
で
、
近
く
に
は
キ
ャ
ン
プ
場
も

あ
る
。

石
次
野

い
わ
す
き
ぬ

は
、
磐
　

い
わ
す
き

川
（
赤
名
川
）
沿
い

の
石
次

い
し
つ
ぐ

辺
り
の
山
で
あ
ろ
う
。

野
見

の

み

・
木
見

き

み

・
石
次

い
は
す
き

の
三
野

み

ぬ

、
並な

ら

び
に
、

郡
家
の
南
西
四
十
里
な
り
。
紫
草
あ
り
。

赤来町石次周辺（赤来町上来島より撮影）

木見山（赤来町来島ダムより撮影）

三
瓶
山

さ
ん
べ
さ
ん

（
一
一
二
六
ｍ
）
の
こ
と
。

「
国
引
き
」
の
際
に
、
島
根
半
島
西
部

を
引
く
綱
の
「
杭く

い

」
に
な
っ
た
と
記

さ
れ
た
、
石
見
国
境
の
山
。
も
う
一
方

の
「
杭
」
で
あ
る
大
山

だ
い
せ
ん

と
同
様
、
ト

ロ
イ
デ
型
（
つ
り
が
ね
型
）
の
火
山
で
、

美
し
い
形
を
見
せ
る
。
四
季
を
通
じ

て
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
、
に
ぎ
わ
っ

て
い
る
。

佐
比
賣

さ

ひ

め

山
。
郡
家
の
正
西
五
十
一
里

一
百
四
十
歩
な
り
。
石
見
と
出
雲
と

の
二
國
の
堺
な
り
。

佐
田
町
朝
原
東
北
の
山
（
五
〇
二
ｍ
）

と
さ
れ
て
い
る
。
神
門
郡
と
の
郡
境
だ
っ
た

ら
し
い
。
近
く
に
は
八
雲
風
穴

や
く
も
ふ
う
け
つ

が
あ
り
、
夏

は
避
暑
客
で
に
ぎ
わ
う
。

堀坂山か（佐田町朝原より撮影）

堀
坂

ほ
り
さ
か

山
。
郡
家

ぐ
う
け

の
正
西

ま
に
し

二
十
一
里
な
り
。

杉
・
松
あ
り
。

赤来町呑谷の山

大
東
町
海
潮

う
し
お

南
方
の
室
谷

む
ろ
だ
に

の
背
後
に
あ

る
山
（
四
七
〇
ｍ
）
と
言
わ
れ
て
い
る
。
大

東
町
薦
沢

こ
も
ざ
わ

の
坂
本

さ
か
も
と

神
社
付
近
か
ら
南
を
見

て
、
先
の
と
が
っ
た
形
の
い
い
山
。
木
次
町

の
室
山
を
あ
て
る
説
も
あ
る
。

御室山か（大東町薦沢より撮影）

御
室

み
む
ろ

山
。
郡
家

ぐ
う
け

の
東
北
一
十
九
里
一
百
八

十
歩ぶ

な
り
。
神
須
佐
乃
乎
命

か
む
す
さ
の
を
の
み
こ
と

、
御
室

み
む
ろ

を
造

ら
し
め
給
ひ
て
、
宿や

ど

ら
せ
る
所
な
り
。
故か

れ

、

御
室
と
云い

ふ
。

こ
れ
ら
四
つ
の
山
は
、
郡
家

ぐ
う
け（

郡

の
役
所
）
の
東
西
南
北
に
同
距
離

で
位
置
し
て
い
る
。
飯
石
郡
家
は

掛
合

か
け
や

町
佐
中
付
近
に
あ
っ
た
と
推

定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
四
方
に

あ
る
山
が
対
応
す
る
の
だ
ろ
う
。
四

方
に
形
の
い
い
山
を
見
立
て
て
郡

家
を
配
置
す
る
の
は
、
大
陸
か
ら
伝

来
し
て
き
た
思
想
が
影
響
し
て
い

る
の
か
も
し
れ
な
い
。

掛合町の盆地（この東西南北の山をあてているのだろう）

頓
原
町
と
赤
来
町
の
境
の
琴
引

こ
と
び
き

山
（
一

〇
一
三
ｍ
）。
現
在
も
石
神
ら
し
い
大
き
な

岩
が
あ
る
と
言
い
、
頂
上
近
く
に
は
琴
弾
山

神
社
が
あ
る
。
尾
根
続
き
の
大
万
木

お
お
よ
ろ
ぎ

山
と

と
も
に
自
然
林
が
美
し
く
、
ス
キ
ー
場
も
あ

る
た
め
、
訪
れ
る
人
が
多
い
。

琴
引

こ
と
ひ
き

山
。
郡
家
の
正
南
三
十
五
里
二
百
歩ぶ

な
り
。
高
さ
三
百
丈
、
周め

ぐ

り
一
十
一
里
あ

り
。
古
老
の
傳つ

た

へ
に
云い

へ
ら
く
、
此
の
山
の

峯み
ね

に
窟

い
は
や

あ
り
。
裏う

ち

に
所
造
天
下
大
神

あ
め
の
し
た
つ
く
ら
し
し
お
ほ
か
み

の
御み

琴こ
と

あ
り
。
長
さ
七
尺
、
廣ひ

ろ

さ
三
尺
、
厚
さ
一

尺
五
寸
あ
り
。
又
、
石
神
あ
り
。
高
さ
二

丈
、
周
り
四
丈
あ
り
。
故か

れ

、
琴
引
山
と
云

ふ
。
鹽
味
　

え
び
か
づ
ら

あ
り
。

吉
田
村
民
谷

み
ん
だ
に

と
宇う

山
に
挟
ま
れ
た
万
石

ま
ん
ご
く

山
（
七

六
六
ｍ
）
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
異
説
も
あ
る
。万石山（吉田村宇山より撮影）

城
垣
野

き

が

き

ぬ

。
郡
家
の
正
南
一
十
二
里
な
り
。

紫
草

む
ら
さ
き

あ
り
。

三
刀
屋
町
給
下

き
ゅ
う
し
た

の
峯
寺
弥
山

み
ね
じ
み
せ
ん

（
二
九
九

ｍ
）。
斐
伊
川
と
三
刀
屋
川
の
分
岐
点
を
見

下
ろ
す
位
置
に
あ
た
り
、
頂
上
か
ら
や
や
下

っ
た
所
に
、
国
や
県
の
指
定
文
化
財
の
絵

画
を
持
つ
峯
寺
が
あ
る
。
山
の
頂
上
に
あ
る

尾
根
に
は
加
工
し
た
段
の
跡
が
連
続
し
て

見
ら
れ
、
注
目
さ
れ
る
。
高
い
山
上
に
あ
る

山
岳
寺
院
は
風
土
記
時
代
に
は
存
在
し
て

い
な
い
が
、
当
時
か
ら
信
仰
の
対
象
に
な
っ

て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

峯寺弥山（木次町木次より撮影）

伊
我

い

が

山
。
郡
家
の
正
北
二
十
九
里
二
百
歩ぶ

な
り
。

三
刀
屋
町
の
鍋な

べ

山
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

昔
の
鍋
を
ひ
っ
く
り
返
し
た
よ
う
な
丸
い
形

を
し
て
い
る
こ
と
か
ら
つ
い
た
名
だ
ろ
う

か
。
中
腹
に
は
、
国

指
定
、
県
指
定
の

仏
像
の
あ
る
禅
定
寺

ぜ
ん
じ
ょ
う
じ

が
あ
り
、
往
時
に
は

山
に
多
く
の
坊
が
あ

っ
た
ら
し
い
。
伊
我

い

が

山
と
同
様
、
山
岳

寺
院
で
あ
る
。

鍋山（出雲市稗原町より撮影）

奈
倍

な

べ

山
。
郡
家
の
東
北
二
十
里
二
百
歩
な
り
。

鳥
取
県
と
の
境
の
船
通

せ
ん
つ
う

山
（
一
一
四
二

ｍ
）。
八
岐
大
蛇

や
ま
た
の
お
ろ
ち

退
治
の
舞
台
と
の
伝
承
が

あ
り
、
頂
上
に
は
石
碑
も
立
っ
て
い
る
。
ハ

イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
、
登
山
路
が
整
備
さ
れ
て

お
り
、
気
楽
に
登
れ
る
山
だ
。
ふ
も
と
に
は

斐
乃
上

ひ

の

か

み

温
泉
が
あ
り
、
親
し
ま
れ
て
い
る
。

仁
多

に

た

郡

船通山（横田町代山より撮影）

鳥
上

と
り
か
み

山
。
郡
家

ぐ
う
け

の
東
南
三
十
五
里
な
り
。

伯
耆

は
は
き

と
出
雲
と
の
堺
な
り
。
鹽
味
　

え
び
か
づ
ら

あ
り
。

鳥
取
県
、
広
島
県
と
の
境
の
三
国

み
く
に

山
（
一

〇
〇
四
ｍ
）
と

さ
れ
る
、
ま
さ
に

三
国
（
出
雲
・

伯
耆

ほ
う
き

・
備
後

び
ん
ご

）

に
ま
た
が
る
山
。

し
か
し
、
島
根

県
側
か
ら
は
な

か
な
か
見
る
こ
と

が
で
き
な
い
。

三国山（横田町坂根より撮影）

室
原

む
ろ
は
ら

山
。
郡
家
の
東
南
三
十
六
里
な
り
。

備
後

び
ん
ご

と
出
雲
と
の
二
國
の
堺
な
り
。
鹽
味
　
　

あ
り
。

横
田
町
大
馬

お
お
ま
き

木
の
仏
山
（
一
〇
一
〇
ｍ
）

と
考
え
ら
れ
る
。
山
の
北
側
を
眺
め
る
と
、

三
角
形
の
美
し
い
山
で
あ
る
。

仏山（横田町大馬木より撮影）

灰
火

は
ひ
び

山
。
郡
家
の
東
南
三
十
里
な
り
。

横
田
町
大
馬
木
の
広
島
県
境
に
あ
る
烏え

帽
子

ぼ

し

山
（
一
二
二
五
ｍ
）
と
考
え
ら
れ
て
い

る
。
西
の
吾
妻

あ
づ
ま

山
と
と
も
に
比
婆
道
後
帝

ひ
ば
ど
う
ご
た
い

釈し
ゃ
く

国
定
公
園
に
指
定
さ
れ
、
登
山
道
が
整

備
さ
れ
て
い
る
。
頂
上
一
帯
に
は
巨
石
が
点

在
し
、
初
夏
に
は
ヤ
マ
ツ
ツ
ジ
が
美
し
い
。中央やや左寄りの山が烏帽子山（仁多町三所より撮影）

遊
託

ゆ

た

山
。
郡
家
の
正
南

ま
み
な
み

三
十
七
里
な
り
。

鹽
味
葛
あ
り
。

三瓶山（三瓶山
西の原より撮影）

琴引山（頓原町小才田より撮影）
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